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【背 景 ・目的 】

2013年6月 以 降、 日本 ではHPVワ クチ ン(「 子宮 頸 がん

予 防」 ワクチ ン)の 重 篤 な副反 応 多発 か ら接 種 の是 非 が大

き な社会 問題 とな り、この 時期 か ら厚 生 労働省 は 「接種 の

積極 的勧 奨 中止 」措 置 を取 り現在 に至 ってい る。2013年6

月 、世界 保健 機 関(WHO)の 諮 問委員 会GACVSは 「HPVワ ク

チ ンが承 認 され た多 くの 国 におい て … 現在 ま でに懸 念

事項 は示 され て い ない」 な どとす る声 明 を出 した。

この問題 に 関連 して 、我 々 は 「日本 社 会薬 学会 第33年 会 」

(2014年9月)に お い て表題 の 「第1報 」 として、イ ン タ

ーネ ッ トに よ る情 報検 索 を 中心 として、米 国 ・カ ナ ダ ・豪

州 ・ニ ュー ジー ラ ン ド ・イ ン ド ・英 国 その他 欧州3力 国か

らの報告 につ い て紹介 し、以 上 の国 々の範 囲 だ けで も、「懸

念事 項 は示 され てい ない 」と言 える状 態で は ない と結論 し

た。本 「第2報 」で は 、その後 入手 した諸報 告 も加 え て主

要 な もの を紹 介 し、HPVワ クチ ンの被 害 と補 償 ・訴 訟実 態

を 明 らかに し、今 後必 要 な対策 につい て考 察す る。

【方 法 】

第1報 と 同 様 に 、 以 下 の サ イ ト を 中 心 に 、 「HPV

vaccine,Gardasil,Cervarix,adversereaction,death,

lawsuit,compensation」 等 を 検 索 用 語 に 文 献 調 査 を 行 っ

た:SaneVax[1],JudicialWatch[2],HRSA[3],NaturalNews[4],

HealthImpactNewsDaily[5],MHRA[6],Mercola.com[7],

Medsafe[8]等 。

【結 果 】

1)米 国:接 種 後 に起 きた有 害事 象(AE)と して 、CDC・FDA等

に よ りVEARSReportに 集 約 ・公表 。2014年7月 現在 、AE合

計 は35,692、 この 中には 、死 亡170、 生 命 への脅 威645、 救

急室 入院11,814、 入 院3,737、 重篤4,984、 未 回復7,202等

が含 まれ 、 また 、パ ップス メア検 査異 常577、 子 宮頚 部異 形

成249、 そ して子 宮頚 が ん80が 含 まれ て い る。臨床 試 験で17

人 の少女 の死 亡 が報告 され てい る[1]。2013年3月 現在 、200

人 が提訴 し、うち2人 の死 亡を含 む49人 が米 国 ワ クチ ン被 害

補償 プ ロ グラ ム(VICP:政 府 が責 任 を負 う)に よ り補 償 され

た[2]。2014年8月4日 ま での集 計 では 、補 償 は71人 で 、棄

却 が80人 とな って い る[3]。

2)カ ナ ダ:ガ ー ダ シル接 種後 のAE報 告 は603件 で、22件 の

入院 及び1人 の 死亡 が含 まれ てい る。死 亡 した14歳 の少女 の

両親 は 、製薬 会社 及 び 医師 ・病 院 に対 し約2千 万 円の賠 償 を

要求[Aｍebaの2014年1月 和文ブログ よ り]。

3)英 国:副 反応 情報 収集 のイ エ ロー カー ドシステ ム に よ り、

2010年7月 末 まで にサ ーバ リックスで10,410件 のAEの 用

語 を含 む4703件 の報告 が収 集 され てい る。分析 の結果 は、(因

果 関係 を)認 定 され た の が36%、 心因性 反 応 と され た の が

25%、 注射 部位 の反 応 が16%、 ア レル ギー 反応 が9%、 そ の

他 が14%で あ った。因果 関係 が 疑 われ る副反応 の上位5位(報

告 数)は 、 めま い(468)、 頭痛(433)、 吐 き気(422)、 四肢

(手足)の 痛 み(248)、 失神(199)で あった[6]。1件 、14

歳 の少 女 が接 種直 後 に死 亡 した こ とが 明 らか にな り、企 業 と

国が調 査 を開始 した(AFP2009年9.月30日)。

4)豪 州:2009年5月 ～2010年9月 に 、ガー ダ シル接 種後16

人 が死 亡。 そ の後 も さらに26人 が 死亡 との 報告 が あ る[7]。

5)ニ ュー ジー ラ ン ド:2010年1月 末 ま で に、副 反応 モ ニ タ リ

ン グセ ンター(CARM)に242件 のガー ダ シル の副反 応 を疑 う

報 告 が あ り、CARMは うち31人 を重 篤例 と して公 表。1人 は死

亡 してい るが 、 ワクチ ン接種 後6カ 月 で の突然 死 であ り、 死

因は未 定[8]。2009年5月 時 点で 、78の 学校(全 体 の5%)が 、

宗 教 的 な理 由 と情 報 不 足 を理 由 に接 種 プ ロ グ ラ ム を拒 否

[BreakingNews,2009.5.4]。

6)イ ン ド:2種 類 のHPVワ クチ ンの 臨床試 験(第3相)が

実 施 され たが 、少 女6人 が死 亡 し、直 ち に全州 に ワ クチ ン中

止 を勧 告[4]。 そ の後 、2008年 に接 種 が認 可 され た との情報

が あるが 、イ ン ドの最 高裁 で審 理 中で あ る[5]。

7)そ の他 、欧 州 では 、フ ランス とスペ イ ンで1件 の訴訟(仏

は原告 遺族 勝訴)、オ ース トリア と ドイ ツ で各1件 の死 亡報告

が ある[文 献 ・出典 割愛]。

8)多 くの被 害者 調査 ・支援 情報 をHPに ア ップ してい るSane

Vax[1]で は、被 害者 本 人 また は親族 か ら投稿 され た 個別 経過

をVictims欄 に詳 し く紹介 。2014年8月23日 現在 、世 界11

力国94人(多 い順 に 、米 国21,英 国20,ス ペ イ ン16,豪 州15,

デ ンマ ー ク8,カ ナ ダ7,ニ ュー ジー ラン ド3,オ ラ ンダ2,ブ ラ

ジル ・フィ リピン ・イ ン ド各1人)に 及 び 、 うち米 ・英 ・豪 ・

印の計36人 につ いて宮城 県 大崎 市 の佐藤 荘 太郎 医師 が 「さ と

う内科 循環 器科 医院」 のHPで 和 訳 し紹介 してい る。

【考 察 ・結 論 】

日本 で のAE報 告 は 、(サ ーバ リックス発売 開始 の)2009年

12月 か ら13年9月 末 まで に2,320件 、 うち 「重 篤」 は538

件 で 、上位 か ら順 に、 失神 ・意識 レベル 低 下85,発 熱76、 過

敏 症31、 アナ フ ラキ シー21,四 肢 痛20,筋 力低 下17、 四肢 の

運 動低 下14、 関節 痛14、CRPSl3,痙 攣12件(厚 労省 ま とめ)。

接 種案 内受 取 りか ら発 症 ・受療 等 の経過 は 、「全 国子 宮頸 が ん

ワ クチ ン被 害者 連絡 会 」が2014年3～5.月 に実施 した実 態調

査(「 薬 害 オ ンブ ズパ ース ン会議 」HPに ア ップ)に 記 され て

い るが、12～17歳(中 学 ・高校 生)の 接 種 後 に受 けた凄 絶 な

被 害 の実態 が 生 々 し く記 されて い る。SaneVaxのHPに ア ッ

プ され た諸 外 国 の死亡 を含 む被 害 の実態 と併せ 、WHOと 各 国

政府 ・製薬 企 業 は こ うした被害 の 実態 を直視 す べ きで あ り、

今 後 、診 断 ・治療 ・リハ ビ リとい った 医学 面 のみ な らず 、精

神 的 ・経 済的 ・社 会的 な被 害 にっ いて 、被 害者 の立 場 に立 っ

ての 心底 か らの償 い と生涯 に わた る支援 をす べ き と考 える。

― 70―


